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顕
弁
護
士（
六
本
松
法
律

事
務
所
）に
よ
る「
相
談
か

ら
見
え
る
若
者
の
働
き
方

と
権
利 

求
め
ら
れ
る
労
働

組
合
の
行
動
」と
題
し
た

学
習
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、井
下
弁
護

士
が
関
わ
っ
た
相
談・訴
訟

か
ら
見
え
て
く
る
若
者
の

働
き
方
を
紹
介
。解
雇・雇

止
め
、過
労
自
死
に
追
い

込
ま
れ
た
事
例
を
通
し
て
、

労
働
組
合
の
役
割
と
共

感・
連
帯
を
広
げ
る
重
要

性
を
説
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、私
た
ち
を
と
り

ま
く
社
会
に
つ
い
て
も
、新
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1 部 10 円

12月福岡県議会に向けた最賃意見書採択の取り組み

党派を超えた取り組みが必要
　10月13日にスタートした「最賃意見書採択」の取り組みは10月29日、民主県
政県議団の仁戸田議員を訪問し、地域間差が地域経済の疲弊に繋がり行政
運営に支障があることや、最低賃金の引き上げを支えるために中小企業支援
の拡充が必要であることを訴えました。

　持参した資料を見た議員からは、「地域
経済発展のために党派を超えた取り組み
が必要と思う」という発言がありました。11
月26日には自民党樋口議員や地元国会議
員事務所を訪問しました。12月1日県議会
が開会後から厚生労働環境委員との懇談を始めました。12月2日には自民党
十中議員、3日には民主県政堤議員、共産党高瀬議員、4日には委員長であ
る民主県政大橋議員、公明党新開議員との懇談を行いました。

　そして、12月7日に意見書の陳情を県議会事務局に提出しました。12月14
日には厚生労働環境委員会での審議を傍聴する予定です。12月議会で採
択されるよう引き続き運動を推進します。

　
既
報
の
と
お
り
10
月
22
日

（
木
）、神
奈
川
1
陣
訴
訟
で

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
で
は
初
と

な
る
最
高
裁
弁
論
が
開
か
れ

ま
し
た
。判
決
日
は「
追
っ
て

指
定
」に
。東
京・京
都・大
阪

の
各
1
陣
訴
訟
に
つ
い
て
も

弁
論
が
開
か
れ
る
可
能
性
が

高
ま
る
な
か
で「
最
高
裁
判

決
は
5
月
く
ら
い
に
な
る
の

で
は
？
」
と
の
予
測
も
出
て

い
ま
す
。

　
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
れ

ば
、国
が
謝
罪
し
和
解
基
準

を
作
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。一
方
で
、そ
も
そ
も

の
被
害
発
生
の
原
因
者
で
あ

る
企
業
が
多
数
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、賠
償
を
命
じ
ら
れ

た
石
綿
建
材
製
造
企
業
は
数

社
に
限
ら
れ
て
お
り
、被
害

者
ご
と
に
責
任
企
業
も
変
わ

る
た
め「
和
解
基
準
」そ
の
も

の
の
策
定
は
極
め
て
困
難
で

す
。

　
最
高
裁
の
判
断
が
確
定
す

れ
ば
、国
や
企
業
と
の
和
解

の
道
が
探
ら
れ
る
こ
と
に
は

な
り
ま
す
が
、被
害
者
の
早

期
救
済
の
た
め
に
は
、国
が

主
導
し
て
国
と
企
業
の
拠
出

に
よ
る「
補
償
基
金
」
を
創

設
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

生計費をもとにした要求と組織拡大で 
21春闘勝利しよう！

　21国民春闘共闘討論集会では、こ
のコロナ禍の中で各産別・地方が進
めてきた運動の報告が出されました。
京都からは「労働者あっての経済、こ
の合意づくりが基本。」と出され、京都
総評が提案した中小企業支援策に
対して、商工会連合会、経営者協会と
も賛意を示すなど運動が大きく広がり、共同して政府に求める運動にもつ

ながってきたと報告がありました。
愛知では、要求の見える化を徹底
して進め、11月5日には県下100か
所の駅頭でチラシ配布を実施。ま
た、この間マスコミ対策を徹底し情
報提供を毎週行い、その結果、今

では労働問題では愛労連の見解を必ず求められる変化、このマスコミ報
道を受け経営者団体からは問い合わせ、県、市からは愛労連が行った要
請の通知が出されるなどの変化も生まれてきました。
また、組織拡大では、「要求と対話」の推進に全力をあげる方針が提案さ
れました。そのために、労働組合の姿を見せ、魅力を伝え、力を伝える対話
が必要と出されました。
以上を福岡でも、各産別では生計費をもとにした要求を掲げること。政府に
対して自治体・経営者団体が共に働きかけができるよう、地域総行動月間
の中で要請を行い世論作りを進めていきます。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

和
解
の
展
開
か
ら
補
償
基
金
創
設
へ

お楽しみ企画で自己紹介2021年国民春闘討論集会

コロナ対策でオンラインでも開催

第
12
回
県
労
連
青
年
部
定
期
総
会

学
び
と
交
流
を
経
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
へ

11
月
22
日（
日
） 

第
5
博
多
偕
成
ビ
ル
10
階
会
議
室

自
由
主
義
、自
治
体
の
規

制
緩
和
、立
憲
主
義
の
破

壊
を
す
す
め
よ
う
と
す
る

政
府・資
本
家
の
動
き
に
触

れ
る
中
、「
働
く
」こ
と
の

根
源
を
追
求
す
る
こ
と
や

世
界
的・
歴
史
的
な
視
点

を
も
つ
こ
と
が
ブ
レ
な
い
運

動
を
つ
く
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

　

講
演
後
に
11
年
度
総
括

と
12
年
度
方
針
を
確
認
し
、

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
自
己

紹
介
と
好
き
な
映
画・本
の

プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
お
こ
な
い
、

み
な
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
、大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、12
年

度
青
年
部
活
動
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
全
印
総
連　

林
田
）

講演する井下弁護士

裁判所へ向かう原告団

自民党鬼木議員秘書へ要請書を渡す

　

は
じ
め
に
県
労
連
山
下

議
長
の
挨
拶
の
後
、井
下
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テ
レ
ビ
で
坂
上
忍
さ
ん
を

見
て
い
て「
中
卒
東
大
一
直

線
も
う
高
校
は
い
ら
な
い
」

と
い
う
ド
ラ
マ
を
思
い
出
し

た
。ヒ
ロ
イ
ン
の

有
森
成
美
ち
ゃ
ん

が
可
愛
く
て
必
ず

見
て
い
た
。中
学

卒
業
ま
で
制
服
を

着
ず
、高
校
へ
は

行
か
ず
に
大
学
入

学
資
格
検
定
を
受

け
て
東
大
に
合
格

す
る
と
い
う
内
容
だ
。ド
ラ

マ
は
実
話
で
、今
回
ご
紹
介

す
る「
奇
跡
の
対
話
教
育
―

高
校
へ
行
か
な
い
で
、東
大
・

京
大
に
合
格
す
る
ま
で
の
記

録
」が
原
作
で
あ
る
。作
者
は
、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
子
供
の
父

親
で
、育
て
方
が
書
か
れ
て

い
る
。育
て
方
と
言
っ
て
も

教
育
を
詰
め
込
む
わ
け
で
は

な
く
、自
由
に
の
び
の
び
と

叱
ら
ず
に
育
て
て
お
り
、子

供
の
自
立
と
学
ぶ
こ
と
へ
の

興
味
を
引
き
出
す
や
り
方
だ
。

一
見
簡
単
そ
う
だ
が
、障
子

を
破
り
ま
く
る
子
供
の
い
た

ず
ら
を
叱
ら
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
の
が
親
の
心
境
で
あ
ろ

う
。こ
の
本
は
、子
供
に「
自

立
と
自
律
」を
促
す
た
め
に

大
人
の
辛
抱
強
さ
を
学
べ
る

お
勧
め
の
一
冊
だ
。

（
内
田　

大
亮
）

　毎年年末に発表される「今年の漢字」。私が考
える今年の漢字は「禍」。音読みでは「か」、訓読
みでは「わざわい」、意味は「思いがけない災難」。
今年はコロナ禍が全世界を席巻し、多くの感染者
が発生し、経済、雇用、暮らしなどを直撃した。

台風や豪雨による「水禍」もあった。政府のコロナ対応や安倍政
権、菅政権は労働者・国民を苦しめる「政禍」と言えるかも。
「禍」の反対語は「福」。2021 年は、コロナ禍を収束させ、立
憲野党と市民の共闘で自公政権という「政禍」を必ず終わらせて、
2021 年の「今年の漢字」を「福」とするために頑張ろう。（い）

この本
おすすめ

「
奇
跡
の
対
話
教
育
」

光
文
社
　 

磯
村
　
懋

後

集

記

編

コロナ禍での解雇・雇止めは許さない！
コロナ労働相談ホットライン

　11月27日（金）に福岡県労連は全国一斉労
働相談ホットラインを開催しました。当日
は自由法曹団の弁護士と労働相談センター
スタッフが対応し、受付時間は日頃より長
い10時から19時まで行い、この電話相談に
は、RKBとTVQのテレビ局と赤旗新聞か

ら取材がありました。
相談件数は10件あったものの、全国で7万人

を超える労働者が雇止めをされている状況からすると相談件数は少なく、
「困ったら労働組合へ」を拡げるために、「変えるリーフ」などを使い広く労
働組合を知らせることが求められています。

福岡市に平和資料館の設置を

戦争を知る世代がいない時代がそこまで
　福岡空襲の傷跡を知るためのフィールドワー
クに参加しました。
当日は４か所を訪れ、当時の状況を聞かせてい
ただき、思いを馳せました。
訪れた場所は一様に、現在の生活が行われてい
る場所やそのすぐそばにありました。
　戦争はそのような場所や命を一瞬で奪い、生
き延びても人生を大きく狂わせるということを
再認識しました。だからこそ保存や伝承が必要
です。二度と悲劇を繰り返さないために。	 エフコープ生協労働組合 村﨑大智

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
労
契
法
20
条
集
団
訴
訟・福
岡
第
２
回
口
頭
弁
論

待
遇
の
改
善
を
切
に
訴
え

２
０
２
０
年
県
要
請

「
公
契
約
で
懇
談
は
可
能
」と
の
回
答

　

今
年
も
県
民
運
動
実

行
委
員
会
で
11
月
12
日・

13
日・
16
日
の
３
日
間
に

県
庁
要
請
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。県
労
連
か
ら

は
、最
賃
、公
契
約
、保
健

所
を
始
め
と
す
る
増
員

な
ど
に
つ
い
て
要
請
を
行

い
ま
し
た
。公
契
約
に
つい

て
は
、こ
の
間
県
庁
の
関

係
部
署
で
庁
内
学
習
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
た
め
、

県
労
連
か
ら
も
学
習
会
へ

参
加
で
き
る
よ
う
要
請

を
し
て
き
ま
し
た
が
、難

し
い
と
の
回
答
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今

回
初
め
て
、「
庁
内
学
習

会
へ
の
参
加
は
難
し
い
が
、

県
民
運
動
実
行
委
員
会

と
公
契
約
に
つ
い
て
協
議

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。」

と
、初
め
て
具
体
的
な
回

答
が
当
局
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
公
契
約
部

会
で
検
討
し
と
県
当
局

と
具
体
的
な
懇
談
の
場

が
持
て
る
よ
う
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連

文
化・芸
術
へ
の
支
援
を
求
め 

福
岡
市
へ
要
請

　

12
月
7
日
に
、地
区

労
連
加
盟
組
合
で
あ
る

劇
団
風
の
子
九
州
労

組
を
始
め
、文
化
芸
術

団
体
の
映
画
サ
ー
ク
ル
、

子
ど
も
劇
場
の
み
な
さ

ん
と
共
に
、福
岡
市
に

た
い
し
て
市
民
セ
ン

タ
ー
、ア
ミ
カ
ス
、シ
ネ

ラ
な
ど
市
有
施
設
の
使

用
料
減
免
・
免
除
の
要

請
に
行
き
ま
し
た
。

　

福
岡
市
は
文
化

事
業
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、経
済

観
光
文
化
局
も
多

面
的
な
対
応
を
踏

ま
え
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、こ
の
要
請

に
あ
た
っ
て
は
日

本
共
産
党
倉
元
市

議
会
議
員
に
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

相談を受ける弁護士とスタッフ

県民運動実行委員会県要請

報告集会で団結頑張ろう

　

11
月
10
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
，福
岡
地
方
裁

判
所
９
０
１
号
法
廷
に
て
、

福
岡
訴
訟
の
第
２
回
口
頭

弁
論
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

裁
判
所
前
で
の
事
前
集
会

に
て
、日
本
共
産

党
松
尾
律
子
福
岡

市
議
よ
り
激
励
挨

拶
を
受
け
、口
頭

弁
論
で
意
見
陳
述

を
行
っ
た
原
告
組

合
員
は
、自
身
が

母
子
家
庭
で
期
間

雇
用
社
員
と
し
て

13
年
働
き
１
人
の

子
供
を
育
て
、病

気
や
怪
我
で
も
収

入
が
減
る
こ
と
を

恐
れ
て
、極
力
仕
事
を
休

ま
な
か
っ
た
実
体
験
を
話

し
、待
遇
の
改
善
を
切
に

訴
え
ま
し
た
。代
理
人
弁

護
士
に
よ
る
意
見
陳
述
で

は
、最
高
裁
判
決
の
概
略

の
説
明
と
裁
判
所
へ
の
期

待
や
、被
告
へ
の
あ
る
べ
き

態
度
を
主
張
し
ま
し
た
。

最
後
に
梶
原
弁
護
団
長

よ
り
、最
高
裁
判
決
を
踏

ま
え
て
会
社
と
し
て
の
方

向
性
を
質
問
し
ま
し
た
が
、

会
社
側
弁
護
士
の「
検
討

中
」と
い
う
誠
意
の
無
い
回

答
に
、傍
聴
者
は
怒
り
を

あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。報

告
集
会
は
約
40
名
で
開
催

さ
れ
、裁
判
完
全
勝
利
を

求
め
、今
後
も
奮
闘
す
る

事
を
確
認
し
ま
し
た
。次

回
口
頭
弁
論
は
来
年
1
月

29
日（
金
）10
時
開
廷
。非

正
規
社
員
の
待
遇
改
善
を

求
め
、多
く
の
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

福岡地裁前での事前集会

立石額縁店店内に残る防空壕

要請書を福岡市へ提出


